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サンプル規程集「2019年度版」

• 2020年2月12日公表
• https://www.nii.ac.jp

/service/sp/

• 「Ｄxxxx」

• 統一基準への準拠性
を高めるための構成
見直し

• クラウドサービス上
で要機密情報を扱う
場合についての解説



政府機関統一基準(平成30年度版)を反映

• 高等教育機関による統一基準に準じた対策の担保を支援
• 統一基準の適用対象の拡大（独立行政法人、国立研究開発法人）を踏
まえ

• 大学への適合性や活用性について議論の結果を更新内容に反映
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今年度以降

• 情報の格付けと格付けに応じた取扱制限のあり方
• 既存事例等を参考に議論

• 情報取扱に関する規程類のサンプルや解説資料として検討

• クラウドサービスの安全な利用の促進
• 学外クラウドサービスを選定・利用することを支援

• 大学等における専門的知見を有さない事務担当者等

• クラウドサービス利用に係るガイドライン等の先行事例を参考

• 汎用化した手順書等を策定



情報セキュリティ教材

• 教育テキスト作成ガイドライン
• 大学等でサンプル規程集に準拠した情報セキュリティ教育

• 規程の改訂や教育を取り巻く環境の変化を踏まえた改訂

• ＋情報機器取扱、電子メール、メッセージング利用、認証情報管理

• サンプル規程集に準拠したインタラクティブ教材
• 新たなコンテンツとして整備

• 既存の「ヒカリ＆つばさの情報セキュリティ三択教室」と「倫倫姫」から

• インタラクティブ教材として利用可能とするための仕様の策定とコンテン
ツ作成

• 電子メール、著作権、ID

• e-learningシステムによる提供（試行運用予定）
• 学認LMS(https://lms.nii.ac.jp/)



「倫倫姫の情報セキュリティ教室」

• 電子メール

• 著作権

• ID

• 4か国語
• 日・英・中・韓



令和２年度文部科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門）
高等教育機関のための情報セキュリティ規定と教材の普及啓発
20020.4.7

 高等教育機関の情報セキュリティ対
策のためのサンプル規程集と教材を
作成・公開することにより、情報セ
キュリティポリシーの普及啓発と支
援

 情報セキュリティ教材をe-learning
システムによる提供、多くの大学等
で教育に組込んで利用

 標準的かつ活用可能な規定群を策定
して各機関の取組みを支援、多くの
大学等で利用されてきた教材と併せ
て、わが国の高等教育機関の情報セ
キュリティ水準の維持、向上に貢献
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曽根秀昭 東北大学教授
金谷吉成 東北大学特任准教授
上田浩 法政大学教授
長谷川明生 中京大学教授
小川賢 神戸学院大学教授
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情報処理学会2019年度優秀教材賞

倫倫姫と学ぼう! 情報倫理：多言語情報倫理・
セキュリティ教育オンラインコース
2020.6.3

 授賞教材は、大学における情報倫
理・セキュリティ教育の標準を目
指し開発されたものであり、各教
育機関が教材とLMSを準備すること
なく情報倫理・セキュリティ教育
をできる環境を実現している。

 日英中韓の4ヶ国語版を提供するこ
とにより、留学生が我が国の考え
方を知るためにも有用な教材と
なっている。

 同教材は2017年までに20,000ユーザ
と102機関からの利用を記録し、特
に国立高専の教職員研修に利用さ
れたことは情報処理学会論文誌で
報告されている。

2020/6/9NIIオープンフォーラム2020 2

上田浩 法政大学教授
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